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サステナブルな未来をつくる日本化薬グループの製品・技術

私たち日本化薬グループは、“世界的すきま発想。” でニッチでも突出した技術によって付加価値の高い製品を開発し、世界になくてはな

らない企業を目指しています。持続可能な社会の実現に向けて最良の製品・技術・サービスを提供することで、社会課題の解決に貢献し

ます。

「PARASAFE®」（以下PARASAFE）は、産業用ドローン向け緊急パラシュートシステムです。不測の事態でドローンが落下しそうになっ

た時に、パラシュートを射出して、降下速度を減速し、衝突の衝撃を小さくします。日本化薬グループは自動車エアバッグの火薬やガス

発生器をグローバルに供給しており、PARASAFEには高い信頼性を実現する自動車安全部品と同じ技術を使っています。PARASAFEを利

用することにより、安全、安心なドローンの利用が可能になります。

モビリティ＆イメージング事業領域

セイフティシステムズ事業

PARASAFE

製品・サービスの概要

PARASAFEとその活用には、創業時から受け継ぐ火薬安全技術や自動車安全部品事業で培ったノウハウ、そして新たに取り組む専門技術

を結集しています。

1. 火薬安全技術：産業用火薬は、瞬間的に、かつ確実に一定のエネルギーを発生させる極めて優秀な材料です。しかし、取り扱いを一歩

間違えば大きな災害事故につながります。創業時から長い期間をかけて火薬製品に携わり、その性質や安全に取り扱う方法を熟知して

いることは当社の大きなアドバンテージです。

2. 高機能部品の開発力：素材・材料だけではなく、高い性能と信頼性・耐久性を両立させた安全部品を開発できることも当社の強みで

す。部品の材質・形状の設計や、作動時の動作シミュレーション、試作品の作製評価など自動車安全部品の開発で培ったノウハウを活

用し、すべての部品を自製しています。

3. センシング・プログラミング技術：危険な落下を検知し安全部品を作動させるためにATS（Autonomous triggering system）と呼ばれ

るデバイスが必要になります。ドローンの飛行データの取得やシミュレーションから必要なセンサーを選定し、安全部品の作動プログ

ラムを開発するなど、PARASAFEの動作に最適なATSの提供にも取り組んでいます。

新規性・イノベーションの内容

トップメッセージ サステナブルマネジメント 事業を通じたイノベーション 環　境 社　会 ガバナンス その他
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より利便性の高い社会の実現に向けて、物流や点検、測量・調査のほか災害救助などの用途において、産業用ドローンの活躍が見込ま

れています。日本国内においては2022年12月に、無人航空機におけるレベル4の法整備（有人地帯における補助者なし目視外飛行）が

なされ、実用化に向けた一歩を踏み出しました。

産業用ドローンは今後急速な普及が見込まれ、PARASAFEがターゲットとする物流・点検用途における機体・周辺機器・サービス全体

の市場は、2025年に2,500億円が見込まれています。

新たな取り組みとしてドローンを応用したエアモビリティの発展形として、空飛ぶクルマの開発も行われており、物流や点検用途から

人の移動を目的とした新しい社会構想へ向けて検討も開始されております。

以上のように空をビジネスとしたドローンの活用範囲が急速に増えております。

併せて安全性の確保においては最も重要な要素であり対応が必要となります。

海上飛行中のドローンが落下した場合に運搬物やハイブリットドローンのガソリンの飛散により海洋汚染につながるケースがありま

す。このような場合でもPARASAFEを使用することにより未然に海洋汚染を防ぐことができます。

山上飛行中のドローンが落下した場合にバッテリーや機器などによる発火原因で森林火災につながるケースがあります。このような場

合でもPARASAFEを使用することにより未然に森林火災を防ぐことができます。

ドローンが落下した場合にPARASAFEを使用することによりドローン本体の被害を軽減することができるため廃棄物の発生を抑えるこ

とができます。

PARASAFEを搭載したドローンの社会普及が促進した場合、物流や移動手段に使用されているCO2ガス排出車両から省エネルギー機体

への置き換えとなるために、クリーンエネルギーの使用率が向上します。

ドローンの実用化によってさまざまな作業を短時間で効率的に終えることができるようになり、一層利便性の高い社会が実現すると予想

されますが、どんなに飛行の信頼性が高い場合においても、万が一の落下のリスクを軽視することはできません。

ドローンへのPARASAFEの搭載により、ドローン事業において事故を起こした場合、本体はもちろん、地上の人、建物、自動車などへ

の衝突被害を抑えるとともに、損害賠償や刑罰などの信用リスクの軽減に役立ちます。

PARASAFEを搭載したドローンの社会普及が促進した場合、過疎化地域への生活用品や医薬品の安定供給に役立ちます。

PARASAFEを搭載したドローンの社会普及が促進した場合、人による点検が困難な箇所の対応が可能となるために、安全性の向上やコ

スト削減に役立ちます。

外部環境要因

環境的価値

社会的価値

貢献するSDGs

Mox140Gは140kVという高電位で動作可能で、かつ小型、軽量で携帯可能なX線源です。携帯型X線後方散乱イメージングに理想的な構成

となっており、特に国境警備や空港警備などのセキュリティ市場において用いられています。

テロ攻撃や不法移民の増加、国境警備や空港警備などでのセキュリティソリューション展開の増加、麻薬密輸の増加などにより、セキュ

リティ検査装置の需要が高まっています。

セキュリティ市場では、バックパック、車のシート、タイヤ、外装金属パネ

ルなど、さまざまな物体を透視することが求められます。厚い物体や、鉄な

どの重い元素でできた物体をX線後方散乱で透視するためには、より高いエ

ネルギーのX線を放出できるX線源が必要になります。高いエネルギーのX線

を放出するためには、X線源は高電位で動作する必要がありますが、高電位

のX線源は装置が大型化する傾向があります。一方で、小型、軽量で携帯可

能なX線源は検査する場所の制限を大幅に緩和することができます。

Mox140Gは携帯可能な大きさ、重量でありながら140kVという高電位で動作

できるため、セキュリティ市場において大きなアドバンテージを有していま

す。

携帯型X線後方散乱イメージング

※Viken detection社より許可を得て掲載しています。

違法な資金、麻薬および武器の取引を大幅に減少させ、テロリズムを含むあらゆる形態の組織犯罪の根絶に寄与しています。

KV25 マテリアリティとの関連

全社重要課題：新事業・新製品創出

全社重要課題：気候変動対応

サステナビリティ重要課題：エネルギー消費量と温室効果ガス排出量の削減

PARASAFE製品情報

モビリティ＆イメージング事業領域

ポラテクノ事業（モクステック）

国境・空港警備に用いる携帯型X線源

外部環境要因

新規性・イノベーションの内容

環境・社会的価値

トップメッセージ サステナブルマネジメント 事業を通じたイノベーション 環　境 社　会 ガバナンス その他
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モクステックでは、X線蛍光分析装置にとって重要なパーツである「高性能で耐久性の高いX線源」、「X線透過率が高く耐久性にも優れ

た窓材」、「価格競争力のある検出器」を提供しています。

環境汚染物質（重金属等）の規制など社会生活での安全に関心が高まっています。鉱物リサイクリングを目的としたスクラップ選別現

場、土壌検査現場では、「持ち運びの良さ（軽い）」「検査が瞬時に終わる」ことが重要です。

一般的な用途には、石油と燃料、プラスチック、ゴムと繊維、医薬品、食品、化粧品とボディケア製品、肥料、地質材料、鉱業用飼料、

スラグ、セメント、耐熱材料、ガラスの分析が含まれます。また、汚染固形廃棄物、排水、洗浄液、プール、フィルターの監視用途に用

いられ、更に、鉱物などのマテリアルソーティングでも、高速かつ精度の高い選別を行うことができます。ベンチトップからハンドヘル

ドまで環境に応じて検出器の選択も可能です。研究室、施設内、または屋外、様々な現場で幅広く利用されています。

物体にX線を当てると、物体を構成する元素に固有なエネルギーのX線が戻ってきます。X線検出器はこれら戻ってきたX線のエネルギーか

ら物体を構成する元素を分析します。この元素分析法は個体、液体、気体のいずれにも使用可能であり、日常的な分析に使用される手法

の1つです。

貢献するSDGs

KV25 マテリアリティとの関連

全社重要課題：新事業・新製品創出

モビリティ＆イメージング事業領域

ポラテクノ事業（モクステック）

XRF（X線蛍光分析）による環境モニタリング

外部環境要因

用途

XRF（X線蛍光分析）のはたらき

モクステックはX線蛍光分析装置にとって重要なパーツである、高性能で耐久性の高いX線源、X線透過率が高く耐久性にも優れた窓材、

価格競争力のある検出器を提供しています。軽量小型なX線源であるハンドヘルドのマグナム、厳しい環境にも優れたDuraCoat技術を誇

る窓材、カスタマーフレンドリーなXPIN検出器が、環境モニタリング、マテリアルソーティングなどに用いられています。

土壌検査 マテリアルソーティング

迅速な元素分析により、私たちが住む環境を分析し、より暮らしやすい地球環境に貢献します。リサイクル材料の選別のために、より速

くより多くの材料を選別します。モクステックは地球にやさしい環境のために、さらに高性能なパーツを追求し、提供します。

新規性・イノベーションの内容

環境・社会的価値

貢献するSDGs

KV25 マテリアリティとの関連

全社重要課題：新事業・新製品創出

トップメッセージ サステナブルマネジメント 事業を通じたイノベーション 環　境 社　会 ガバナンス その他
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触媒事業では、水素エネルギー社会の実現に貢献する触媒の開発に取り組んでいます。

異常気象による大規模災害が発生・増加しています。石油や石炭などの化石燃料を消費することで発生する二酸化炭素などの温室効果ガ

スが増え続けたことによる地球温暖化が進んでいることが原因といわれています。こうしたなかで求められているのが、温室効果ガスを

排出しない新しいエネルギー源の開発です。

近年、水素は燃焼しても地球温暖化の原因となる二酸化炭素を排出しないことから、クリーンなエネルギー源として注目されており、自

動車向け燃料電池や発電など様々な用途へ安定した供給が期待されています。

触媒を使って水素を製造する方法としては、水蒸気と触媒が共存する反応場に太陽光を集光・集熱させることで水を熱化学的に分解す

る、環境に優しい方法に着目しています。この方法は、太陽光という再生可能エネルギーを利用できるとともに、立体的な反応場によっ

てスケールメリットを生み出せる特徴があります。

2021年10月には、これまで培った技術を活用して開発した水素製造用触媒の試作品を、パイロットプラントに提供することができまし

た。パートナーとともにこのプラントで実際に水素製造を行い、2023年度中に経済性等の初期データの取得を終える予定です。得られた

初期データを基にしてスケールアップ、商業化検討を進め、2025年以降の実用化を目指しています。

また水素製造に使う触媒のほか、飛躍的に保管容積を縮小することによって、効率的な貯蔵・運搬・取出しを可能とする水素キャリア用

の触媒開発を検討しており、水素エネルギーシステム全体にわたって、触媒事業の基盤技術を活かせる領域を探索しています。

水素は利用時に二酸化炭素を排出しないエネルギー源として、地球温暖化対策に大きく貢献することができます。また、水素はさまざま

な資源から製造・調達ができるため、エネルギーの調達先の多様化を実現し、エネルギーの安全保障にも寄与します。

ファインケミカルズ事業領域 触媒事業

水素エネルギー社会実現へ貢献する触媒の開発

外部環境要因

新規性・イノベーションの内容

環境・社会的価値

アグロ事業では、持続可能な農業生産に寄与するため、バイオスティミュラント資材の取り扱いを開始しました。

世界の人口は増加傾向が続いていますが、耕作可能な土壌面積は限られることから、このままでは一人当たりの食糧の生産量は間違いな

く減少していくと予測されています。また、地球温暖化等に起因する気候変動は農業の生産効率を下げ、さらに資材価格高騰の動きも重

なり、ますます食糧確保が脅かされると危惧されています。これらを解決に寄与する資材として、今「バイオスティミュラント」が注目

されています。

貢献するSDGs

KV25 マテリアリティとの関連

全社重要課題：気候変動対応

サステナビリティ重要課題：エネルギー消費量と温室効果ガス排出量の削減

ライフサイエンス事業領域 アグロ事業

バイオスティミュラント資材の導入

外部環境要因

トップメッセージ サステナブルマネジメント 事業を通じたイノベーション 環　境 社　会 ガバナンス その他
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バイオスティミュラントは、栄養素とは異なる経路で植物の生理に作用し、干害・冷害・塩害・物理的障害（雹や風などの害）などの

「非生物的ストレス」への抵抗力を増強して、結果的に収量増や品質改善を実現する農業資材です。具体的には、海藻抽出物、アミノ酸

資材、腐植酸等がバイオスティミュラント資材として挙げられ、これらは栄養吸収の促進、光合成の活性化、開花・着果の促進等の効果

が期待されます。アグロ事業では、得意とする評価技術・製剤化技術が効力の最大化に寄与し、バイオスティミュラント資材の一層の進

歩・普及に役立てられると考えています。

取り扱いバイオスティミュラント資材
入口より左がバイオスティミュラント資材処理、右が無処理

バイオスティミュラントは作物や土壌環境などが本来持つ力を引き出し、農薬や肥料などの過剰投入を低減する効果が期待されることか

ら、作物生産現場における環境への負荷低減や生態系の保全に貢献します。

新規性・イノベーションの内容

環境・社会的価値

貢献するSDGs

KV25 マテリアリティとの関連

全社重要課題：新事業・新製品創出

アグロ事業部ウェブサイト

トップメッセージ サステナブルマネジメント 事業を通じたイノベーション 環　境 社　会 ガバナンス その他
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日本化薬グループの事業

事業領域 事業部 ありたい姿

モビリティ＆イメージング事業領域

セイフティシステムズ
変化するモビリティテクノロジーに対応した製品で世界中の人々に安全を提

供し、社会に貢献するグローバルブランドとなる

ポラテクノ
高耐久偏光板・位相差板などの高機能光学部材やX線部材でモビリティ分野

のディスプレイの多様化と安心・安全・健康な暮らしに貢献する

ファインケミカルズ事業領域

機能性材料
超スマート社会『Society 5.0』、環境保護などの社会貢献のため、最良の製

品・技術・サービスを提供し続ける

色素材料
インクジェット用色素や機能性色素の力でデジタル化社会を支え省資源化に

貢献する

触媒
アクリル酸・メタクリル酸製造用の高収率触媒を提供し、人びとの豊かな暮

らしとCO2の削減に貢献する

ライフサイエンス事業領域

医薬

優れた医薬品・機器等を開発し、新たな診断、治療機会を提供する

BS製剤およびジェネリック薬品を安定的に供給し、人々の健康に寄与す

る

アグロ
環境にやさしい優れたアグロケミカルを、その技術・サービスと共に提供

し、食糧供給を支え、持続可能な農業の発展に貢献し続ける

KV25 3事業領域のありたい姿

外部環境 日本化薬の強み 重点項目

セイフティシステムズ事業

世界の自動車生産はコロナ感染症

の影響からは回復、半導体不足は

緩和

安全部品の搭載率は新興国を中心

に増加

EVなどによる新たな需要増

ドローンの運搬などの用途の拡大

と安全性担保の要求

火薬を安全に扱う技術と継承

自動車安全部品業界トップ水準の

シェア

グローバルでの拠点展開

インフレータ

Cylinder型インフレータの生産拠点拡大（日本・中国・マレーシア）

中国、韓国系顧客への拡販

次世代インフレータの開発

マイクロガスジェネレータ／スクイブ／火工品

客先次期モジュール案件の獲得

後部座席用などの数量増案件の獲得

歩行者保護、電流遮断用などの用途の拡大

新規パイロデバイス用途検討

ドローン用安全部品

25kgドローン用PARASAFE®の拡販

15kgドローン用PARASAFE®の開発と市場投入

空飛ぶクルマ、大型ドローン用安全部品の開発

ポラテクノ事業

車載用表示機能の進化、拡大

希少金属のリサイクル要求の高ま

り

光・電磁波制御技術および微細加

工技術

独自の偏光板用高耐久染料合成技

術

独自素材で光をコントロールする製品で超スマート社会の実現に貢献

X線分析装置用部材・無機偏光板新規用途拡大

HUD用部材など高耐久偏光板の新規車載用途拡大

モビリティ＆イメージング事業領域

SDGsへの貢献

トップメッセージ サステナブルマネジメント 事業を通じたイノベーション 環　境 社　会 ガバナンス その他
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外部環境 日本化薬の強み 重点項目

機能性材料

半導体市場は2030年にかけて1兆ド

ル市場に

半導体関連製品のシナジー

機能性分子の設計

ユニークな素材で重要な材料を提供

基板、封止材、クリーナー、製造装置など半導体関連ビジネスで拡大

次世代通信用樹脂（低誘電素材）の開発と上市

エポキシ樹脂の生産能力拡充

色素材料

デジタル印刷市場の拡大

センシング市場の拡大

調光ガラス市場拡大

染料から機能性色素まで強い色素

技術

精密有機合成

インクジェット色素や機能性色素で、デジタル化、省資源化に貢献

産業用インクジェットインク拡大、生産体制整備

イメージセンサー材料量産、拡大

⼆色性色素量産、拡大

触媒

アクリル酸・メタクリル酸市場は

5～6%程度成長が続く

カーボンニュートラル関連市場の

拡大

触媒の最適組成設計と技術サービ

ス

高収率触媒を提供し人々の豊かな暮らしとCO2削減に貢献

アクロレイン・アクリル酸・メタクリル酸製造用触媒の収率向上

確実なリピート受注と新規開拓

脱炭素社会貢献触媒の開発

ファインケミカルズ事業領域

SDGsへの貢献

外部環境 日本化薬の強み 重点項目

医薬事業

医薬品産業ビジョン（品質と安定

供給／製販／バイオ医薬品／国内

製造開発／使用促進）

CDMO市場の拡大

毎年の薬価改定

研究・開発から製造・営業、品質

保証・市販後信頼性保証まで⼀貫

した事業運営

国内トップの抗がん薬のラインア

ップと専門MR

高薬理活性物質の製造技術

新薬

アラグリオ®のTURBT※市場におけるシェアアップ

育薬による価値最大化

※ TURBt：経尿道的膀胱腫瘍切除術（内視鏡と切除ループを用いて膀胱腫

瘍を切除する⼿術）

バイオシミラー（BS）

ベバシズマブBSの市場浸透

診療報酬改定によるBS促進策

新剤の導入によるラインアップ拡充

ジェネリック抗がん薬（GE）

安定供給と品質保証体制の強化

新規GEの開発と上市

2030年ありたい姿に向けて

パイプラインの充実

自社・外部機関との協業による新薬の開発

新薬・新医療機器の導入

アグロ事業

国内農薬市場は横ばい、海外農薬

市場は食糧需要増により伸長

農薬再評価制度導入により国内農

薬登録取得・維持のハードルアッ

プ

「みどり戦略」により、化学農薬

削減（リスク換算）を可能にする

イノベーション促進

野菜・果樹領域の殺虫剤・⼟壌燻

蒸剤

製剤化のノウハウ（工夫製剤）

技術サービス・情報提供と融合し

た営業活動

製造技術（原体から製剤まで）

国内

フロメトキン製剤（ファインセーブ®）、フーモン®の拡大

農薬登録範囲の拡大による売上拡大

ダイアジノンなどの農薬再評価制度への対応

海外

サプライチェーンの再構築によるエビセクトの回復

フロメトキン製剤の登録推進と拡販

2030年ありたい姿に向けて

新規殺虫剤・新規工夫製剤の開発

バイオスティミュラントの開発と導入

ライフサイエンス事業領域

SDGsへの貢献

トップメッセージ サステナブルマネジメント 事業を通じたイノベーション 環　境 社　会 ガバナンス その他
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